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１．2027年３月期第１四半期の業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 1,478 64.8 △29 ― △11 ― △13 ―
2026年３月期第１四半期 897 △6.5 △69 ― △41 ― △42 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 △5.40 ―
2026年３月期第１四半期 △16.67 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 8,531 2,522 29.6
2026年３月期 8,705 2,545 29.2

(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 2,522百万円 2026年３月期 2,545百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― ― ― 10.00 10.00
2027年３月期 ―
2027年３月期(予想) ― ― 12.00 12.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,220 80.5 10 ― 10 ― 5 ― 1.93
通期 6,660 29.5 80 ― 80 ― 60 ― 23.17

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 2,632,960株 2026年３月期 2,632,960株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 43,244株 2026年３月期 43,244株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 2,589,716株 2026年３月期１Ｑ 2,578,916株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな

る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定

性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や設備投資に持ち直しの動きがみられるな

ど、景気は緩やかな回復基調となりました。一方で、中東情勢の悪化等地政学リスクの長期化や資源エネルギー価

格の高騰、米国の通商政策、国内の物価上昇等の影響により、景気の先行きは依然として先行き不透明な状況が続

いております。

当社の売上高に大きな影響を与える株式会社ＳＵＢＡＲＵの世界生産台数は、前年同月比４月が9.4％減、同５月

が19.8％減、同６月が12.3％減と減産が続いております。

このような経済環境の中で当第１四半期累計期間の売上高は、自動車用部品部門において、前期に量産を開始し

た部品の受注が増加したことを主因に1,478百万円(前年同期比64.8％増)となりました。

損益面につきましては、上記のとおり自動車用部品部門の受注が増加したものの、中東情勢の悪化に起因する石

油並びに、石油由来の各種原材料の供給懸念を発端とした予想を大幅に上回る世界的な価格上昇等の利益圧迫要因

があったこと、また、駐輪部門については大口案件の受注が減少したことにより、営業損失は29百万円(前年同期は

営業損失69百万円)となりました。

営業外収益は受取配当金21百万円、受取賃貸料８百万円、スクラップ売却益６百万円等により37百万円、営業外

費用は支払利息16百万円等により20百万円を計上し、経常損失は11百万円(前年同期は経常損失41百万円)となりま

した。また、特別損失は固定資産売却損１百万円、固定資産除却損１百万円を計上し、その結果、四半期純損失は

13百万円(前年同期は四半期純損失42百万円)となりました。

セグメント別の業績については、次のとおりであります。

①自動車用部品

当セグメントの売上高は、前期に量産を開始した部品の受注が増加したことを主因に1,462百万円(前年同期比

75.9％増)となりました。

損益面につきましては、上記のとおり受注が増加したものの、中東情勢の悪化に起因する石油並びに、石油由来

の各種原材料の供給懸念を発端とした予想を大幅に上回る世界的な価格上昇等の利益圧迫要因もあり、セグメント

損失(経常損失)は、０百万円(前年同期はセグメント損失(経常損失)61百万円)となり、前年同期と比べ赤字幅は縮

小いたしました。

②自社製品

当セグメントの売上高は、駐輪部門における大口案件の受注が減少し、15百万円(前年同期比57.9％減)となりま

した。

損益面につきましては、セグメント損失(経常損失)は17百万円(前年同期はセグメント損失(経常損失)６百万円)

となりました。

③賃貸不動産

賃貸不動産のセグメント利益(経常利益)は６百万円(前年同期比16.2％減)となりました。なお、収益及び費用は

営業外に計上しています。

④その他

電子機器部門は2025年６月に撤退いたしました。

前年同期売上高は28百万円、前年同期セグメント利益(経常利益)19百万円であります。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における総資産は、前期末比174百万円減少し8,531百万円となりました。

・資産

流動資産は、現金及び預金が180百万円、その他のうち立替金が34百万円増加し、受取手形及び売掛金が216百万

円、電子記録債権が26百万円、その他のうち未収消費税等が62百万円及び未収入金が13百万円減少したこと等から

104百万円減少し2,755百万円となりました。

固定資産は、建物が12百万円、工具、器具及び備品が63百万円、リース資産が29百万円減少したこと等から有形

固定資産は94百万円減少し4,643百万円となり、また、投資有価証券が26百万円増加したこと等から投資その他の資

産は24百万円増加し1,130百万円となりました。その結果、固定資産全体では70百万円減少し5,775百万円となりま

した。

・負債

流動負債は、未払金が77百万円、その他のうち未払消費税等が39百万円増加し、支払手形及び買掛金が103百万

円、短期借入金が25百万円減少したこと等から２百万円減少し2,716百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が50百万円、その他のうちリース債務が32百万円及び長期契約負債が69百万円減少した

こと等から148百万円減少し3,292百万円となりました。その結果、負債全体では151百万円減少し6,009百万円とな

りました。

・純資産

純資産は、配当金の支払が25百万円、第１四半期純損失が13百万円となり利益剰余金が39百万円減少し、また、

その他有価証券評価差額金が16百万円増加したこと等から23百万円減少し2,522百万円となりました。これにより自

己資本比率は29.6％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の業績予想につきましては、2026年５月15日に公表いたしました業績予想に変更はございません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,532,909 1,713,746

受取手形及び売掛金 820,791 603,902

電子記録債権 32,805 6,797

製品 39,145 36,148

仕掛品 28,636 28,878

原材料及び貯蔵品 222,149 227,312

その他 183,477 138,833

流動資産合計 2,859,916 2,755,618

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,225,568 1,212,572

構築物（純額） 27,884 32,427

機械及び装置（純額） 522,756 525,955

車両運搬具（純額） 3,775 3,451

工具、器具及び備品（純額） 594,797 531,232

土地 1,657,869 1,657,869

リース資産（純額） 666,623 636,958

建設仮勘定 38,399 42,742

有形固定資産合計 4,737,674 4,643,209

無形固定資産

ソフトウエア 2,102 1,940

無形固定資産合計 2,102 1,940

投資その他の資産

投資有価証券 995,629 1,021,682

その他 110,668 109,089

投資その他の資産合計 1,106,298 1,130,772

固定資産合計 5,846,075 5,775,922

資産合計 8,705,991 8,531,540
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(単位：千円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 457,088 353,685

短期借入金 1,596,329 1,571,052

未払金 134,489 212,001

未払法人税等 6,848 4,026

賞与引当金 20,000 25,000

その他 504,906 551,065

流動負債合計 2,719,661 2,716,830

固定負債

長期借入金 1,873,129 1,822,586

退職給付引当金 91,775 88,551

資産除去債務 50,966 50,967

その他 1,424,984 1,330,378

固定負債合計 3,440,856 3,292,482

負債合計 6,160,517 6,009,313

純資産の部

株主資本

資本金 658,240 658,240

資本剰余金 216,486 216,486

利益剰余金 327,164 287,286

自己株式 △23,998 △23,998

株主資本合計 1,177,892 1,138,014

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 406,605 423,236

土地再評価差額金 960,976 960,976

評価・換算差額等合計 1,367,581 1,384,212

純資産合計 2,545,473 2,522,227

負債純資産合計 8,705,991 8,531,540
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 897,065 1,478,108

売上原価 821,777 1,356,573

売上総利益 75,287 121,534

販売費及び一般管理費 144,496 150,987

営業損失（△） △69,209 △29,453

営業外収益

受取利息 357 523

受取配当金 22,520 21,793

受取賃貸料 10,086 8,819

スクラップ売却益 8,713 6,000

その他 716 731

営業外収益合計 42,394 37,869

営業外費用

支払利息 11,872 16,863

賃貸費用 2,780 2,750

その他 100 759

営業外費用合計 14,753 20,373

経常損失（△） △41,567 △11,957

特別利益

固定資産売却益 73 －

受取保険金 － 575

特別利益合計 73 575

特別損失

固定資産売却損 － 1,061

固定資産除却損 1,286 1,338

投資有価証券売却損 4 －

特別損失合計 1,290 2,400

税引前四半期純損失（△） △42,785 △13,782

法人税、住民税及び事業税 205 205

法人税等調整額 △6 △6

法人税等合計 198 198

四半期純損失（△） △42,983 △13,980
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 80,574千円 170,464千円



株式会社リード(6982) 2027年３月期 第１四半期決算短信(非連結)

－8－

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）３

合計
自動車用部品 自社製品 賃貸不動産 合計

売上高

一時点で移転される財 797,961 31,246 ― 829,207 28,111 857,319

一定の期間にわたり移転
される財

33,156 6,589 ― 39,745 ― 39,745

顧客との契約から生じる
収益

831,117 37,835 ― 868,953 28,111 897,065

セグメント利益又は損失
(△)

△61,596 △6,354 7,239 △60,712 19,144 △41,567

(注) １．「賃貸不動産」については、収益及び費用とも営業外で処理しております。

２．「セグメント利益又は損失(△)」の合計額は、四半期損益計算書の経常損失と一致しております。

３．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電子機器事業であります。

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

自動車用部品 自社製品 賃貸不動産 合計

売上高

一時点で移転される財 1,318,947 8,131 ― 1,327,079

一定の期間にわたり移転
される財

143,219 7,809 ― 151,029

顧客との契約から生じる
収益

1,462,167 15,941 ― 1,478,108

セグメント利益又は損失
(△)

△735 △17,290 6,069 △11,957

(注) １．「賃貸不動産」については、収益及び費用とも営業外で処理しております。

２．「セグメント利益又は損失(△)」の合計額は、四半期損益計算書の経常損失と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前第１四半期累計期間において「その他」に含まれていた電子機器事業について、当該事業から撤退したことに

伴い、当第１四半期会計期間より「その他」の区分を廃止しております。


